
                                   

                                   

                                   

                                   

  

 

 

令和 2年 12月定例会 一般会計補正予算（第 9回） 

歳入歳出予算の総額に 4億 390 万円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ 239億 8,650万円とする。 

・・・・・・・・・・（おもな事業）・・・・・・・・・・ 

修善寺グランド測量設計費・・・・・・・ ・・・・50 万円 

修善寺南小学校管理運営事業費・・・・・・263 万 5,000 円 

鳥獣被害防止対策協議会補助金・・・・・・142 万 5,000 円 

平和寺訴訟費用・・・・・・・・・・・・  251 万 5,000 円 

平和寺土砂・廃棄物対策費・・・・・・・・201 万 8,000 円 

介護保険事業費・・・・・・・・・・・・3,226 万 8,000 円 

障害福祉サービス費・・・・・・・・・  6,668 万 8,000 円 

公的病院移転新築事業補助金・・・・・・・・・・・3 億円 

 
平和寺 廃棄物訴えの提起 

Hatudennsyo 陳情書 

新中学校の建設に当たっては、財政負担を極力抑えることが

求められておりますが、その最も有利な財源となる合併特例債

の適用期限(令和 7 年 3 月)を考えると、事業の推進は待ったな

しの状況であるのに、建設予定地すら正式決定をされない現状

には、議会として不安を感じています。 

この状況を踏まえ、未来を担う伊豆市の子どもたちに、より

良い教育環境を提供するため、新中学校建設の事業推進に着実

に取り組むように議員全員による決議書が提出されました。 

1.校地の決定と各種手続き等の推進 

2.通学対策の方針決定と開校に向けた準備の推進 

3.市の将来負担に配慮した事業の推進 

 

 

12月 23 日開催の伊豆市“海と共に生きる”観光防災まちづく

りの市民集会において、地元の有志による建設予定地検討委員

会が立ち上がりました。これは 7 月に示された『多くの松』を

伐採する建設予定場所の再検討について、市長より建設場所に

ついては「土肥地区の皆様で決めていただきたい」との発言に

より実現したもので、各種団体・市民代表の 15 名の委員で検討

し、2 月の市民集会で発表される予定です。 

この施設は、日本で初となる複合施設で国・県と協働で建設

されます。土肥地区の安全・安心そして、賑わいの創出を目的 

 

松原公園津波複合施設 

12 月 23 日 市民集会 柿木川 廃棄物混じりの土砂 

皆様にはお健やかに新年をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。昨年 10 月 18 日の伊豆市議会選挙に

おいて皆さまのご支援のもと、3 度目の当選をさせていただきました。    

そして 11 月の臨時会において、第 10 代 伊豆市議会議長の要職に就任させていただきました。大変光栄に存じ

ますとともに、その責務の重大さに身の引き締まる思いでございます。 

新人議員 5 人の当選により伊豆市議会に新しい風が吹き込まれました。今後さらに地方分権が進む中、市民の

皆様に信頼される議会、開かれた議会を実現するために、議員自らの政策立案能力を高めることがますます求め

られております。議員間の議論を深め、二元代表制の一翼を担う責任ある意思決定機関として、伊豆市の限りな

い発展の為に力を尽くしていきたいと考えております。本年も変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げますと

共に、皆様にとりまして実り豊かな年となりますようお祈り申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

今後、伊豆市民が一丸とな

り当問題に対して正面から向

き合い、取り組むことを目的

に、ボランティアで伊豆市職

員と市民や団体等との協働に

よる廃棄物を除去する作業も

おこなっていく予定です。 

とし更に、松原公園全体も整備

する計画となっています。 

地域住民の合意形成を得て、

松林の自然環境と調和した土

肥地区の賑わいの拠点となる

『松原公園津波複合施設』の建

設を強く望みます。 

 

新中学校の着実な建設を求める決議 

伊豆市が宗教法人平和寺本山を相手取り損害賠償などを求める

訴えを起こすことを伊豆市議会が全会一致で認めました。この訴

えは伊豆市大平柿木の平和寺本山の敷地から、大量の土砂と廃棄

物が流出している問題に対処するものです。 

伊豆市が平和寺本山に対し、周辺の水質調査や土留め柵の設置

にかかる費用などおよそ１８２０万円の損害賠償に加え、廃棄物

と土砂の除去を求めるものです。 

菊地市長は、「全市民が解決に向けて強い姿勢で取り組むべき」

とし、現場まで仮設の作業道を整備する方向を示しました。 

明けましておめでとうございます。 
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伊豆市議会議員（第６期） 
令和２年 11 月２日（月）に開催した臨時議会にて、以下のとおり議員の役職が決まりました。 

第６期議員の任期は、令和２年 11 月 1 日～令和６年 10 月 31 日です。（下記のデータは伊豆市ホームページから） 

  

 

 

これまで７名で活動していた会派

『IZU 未来』は新たに４名の議員が加

わり１１名で活動する運びとなりまし

た。伊豆市の未来、そして各地区の課

題解決のために情報を共有し、共に学

び議論を積み重ねて参ります。 
集会や会議等の自粛で急遽開催を見送ることもござい 

 ますので、事前に問い合わせをお願いします。 

（議長） 

（議会改革推進特別委員長） 

（議会広報委員長） 

（議選監査委員） 


